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『
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
』（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
設
立
（
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
）

か
ら
三
○
回
目
・『
大
ブ
リ
テ
イ
ン
及
び

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
』（
イ
ギ
リ

ス
）
に
於
い
て
は
三
回
目
の
近
代
（
夏
季
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
三
週
間
が

経た

と
う
と
し
て
い
る
（
其
の
「
姉
妹
競
技

会
」
と
も
云
う
べ
き
「
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
記
念
・
国
際
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
が
同
じ
国
家
の
同

じ
場
所
で
一
昨
日
（
八
月
三
○
日
＝
日
本
時

間
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
一
九

回
目
だ
が
）
。
日
本
は
七
個
の
「
金
」（
一

位
）
を
含
め
三
八
個
の
メ
ダ
ル
（
記
章
）

を
得
、
丁
度
一
世
紀
前
の
初
参
加
以
来

の
記
章
獲
得
の
記
録
を
更
新
し
た
。 

 

「
西
亜
細
亜
で
初
」
の
五
輪 

  

さ
て
、
次
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二

○
一
六
年
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
）

は
リ

オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
を
中
心
と
す

る
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
で
行
わ
れ
る

が
、
次
々
回
（
二
○
二
○
年
）
の
開
催
を

巡
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
王
国
（
主
開
催
地
…

マ
ド
リ
ー
ド
）
・
ト
ル
コ
共
和
国
（
同
…
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
と
日
本
（
同
…
東
京
）
が

最
終
候
補
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

開
催
地
を
決
め
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
投
票
は
来

年
（
二
○
一
三
）
九
月
に
行
わ
れ
る
。 

 

結
論
か
ら
言
お
う
。「
若も

し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
の
決
定
に
つ
い
て
、

投
票
権
が
世
界
の
全す

べ

て
の
成
年
者
た
る

人
々
に
在
る
な
ら
ば
（
現
実
に
は
記
章
獲

得
済
の
現
役
選
手
を
含
む
数
百
人
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
し
か
行
使
出
来
な
い
が
）
、
全
日
本
共 

      

和
党
と
し
て
は
全
党
員
を
動
員
し
て
ト

ル
コ
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
に
投
票
致
し

ま
す
」
。
―
―
「
西
亜
細
亜

ア

ジ

ア

で
初
め
て
・

中
東
で
初
め
て
」
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
と
成
る
事
。
是こ

れ

が
第
一
の
理
由
で

あ
る
。 

 

３
・
11
か
ら
の
復
興
が
優
先 

  

以
下
の
理
由
は
専
ら

も
っ
ぱ 

国
内
事
情
に
因よ

る
が
―
― 

 

第
二
に
、
昨
年
（
二
○
一
一
（
平
成
二

三
）
）
三
月
一
一
日
の
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」（
以
下
、「
三
・
一
一
」
）
か
ら

の
復
興
に
少
な
く
と
も
一
○
年
は
掛
か

る
、
其
の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
併し

か

し
な

が
ら
其
の
復
興
も
殆
ど
儘ま

ま

成
ら
ず
、
其

の
上
、「
三
・
一
一
」
に
拠
る
原
子
力
発

電
事
故
の
後
始
末
も
「
石
棺
」
の
設
置

す
ら
行
わ
れ
ぬ
―
と
云
っ
た
状
態
だ
か

ら
で
あ
る
。
―
―
こ
う
し
た
中
で
同
じ

大
共
同
体
（
＝
国
家
）
の
首
都
と
其
の
直す

ぐ
周ま

わ

り
の
み
で
一
時

い

っ

と

き

限
り
の
「
宴

 

う
た
げ

」
が

行
わ
れ
る
、
と
在
っ
て
は
「
三
・
一
一
」

の
被
災
地
群
・
特
に
福
島
県
内
―
壊
れ

た
原
発
が
海
岸
部
に
在
る
―
の
住
民
達

と
し
て
は
「
腹
糞く

そ

煮
え
滾た

ぎ

る
」
思
い
と

成
る
事
、
間
違
い
無
か
ろ
う
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
で
得
ら
れ
る
金
銭
が
被

災
地
に
一
銭
た
り
と
も
入
ら
な
い
事
を

考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
其
は
尚な

お

更さ
ら

だ
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
は
自
己
責
任
だ 

  

第
三
に
、
例
え
「
三
・
一
一
」〔
級
の

大
規
模
災
害
〕
が
起
こ
ら
な
い
と
し
て 

      

も
、
日
本
と
云
う
国
家
と
し
て
優
先
し

て
や
ら
ね
ば
成
ら
ぬ
事
々
が
沢
山

た
く
さ
ん

在
る

か
ら
で
あ
る
。 

 

此
処
で
改
め
て
考
え
る
べ
き
事
は
、

ス
ポ
ー
ツ
が
〔
芸
術
も
〕
元
来
、「
其
を

や
ら
な
け
れ
ば
人
の
生
命
に
関
わ
る

（
＝
や
ら
な
き
ゃ
死
ぬ
）
行
い
」
か
否い

な

か
、

と
云
う
事
だ
。
―
―
答
え
は
「
否
」
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
達
は
〔
勿も

ち

論
、職プ

業ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
達
も
〕
、
一
つ
の
競

技
に
敢あ

え
て
生
命
と
金
銭
を
賭
け
、
時

間
も
其
に
費
や
し
て
傷
だ
ら
け
で
其
の

競
技
に
勤い

そ

し
ん
で
い
る
。
其
は
其
で
結

構
。
但
、
其
は
飽あ

く
迄ま

で

、
自
己
責
任
の

領
域
だ
。
元
来
は
「
や
ら
な
き
ゃ
死
ぬ
」

訳わ
け

で
は
無
い
・
日
々
の
生
業

な
り
わ
い

で
得
ら
れ

る
「
ゆ
と
り
」
を
活
用
し
て
「
楽
し
ん

で
や
れ
ば
良
い
」
行
い
に
「
敢
え
て
自

分
の
責
任
で
」
生
命
等
を
賭
け
、
傷
だ

ら
け
で
や
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

そ
う
し
た
自
己
責
任
に
拠
る
行
い
に

掛
か
る
金
銭
に
つ
い
て
は
、
若
し
当
事

者
（
選
手
更
に
は
コ
ー
チ
・
監
督
等
）
側
で

全
て
を
賄
い

ま
か
な 

伐き

れ
な
い
な
ら
ば
、
後パ

援ト

者ロ
ン

と
成
り
得
る
〔
民
間
の
〕
法
人
を
見

つ
け
出
し
、
亦
、
其
の
競
技
に
関
心
を

持
つ
が
故
に
金
銭
を
払
っ
て
観
客
と
成

る
人
々
に
も
呼
び
掛
け
て
入
場
料
を
余

計
目
に
払
っ
て
戴
く
―
と
云
う
行
動
を

通
し
て
掛
か
る
金
銭
を
確
保
す
る
の
が

「
筋す

じ

」
と
云
う
も
の
だ
ろ
う
。
本
来
は

「
楽
し
ん
で
や
れ
ば
良
い
」
行
い
だ
か

ら
、
其
処
に
は
「
好
き
嫌
い
」
が
必
然

的
に
生
ず
る
。
其
の
競
技
が
嫌
い
な

人
々
に
と
っ
て
、
当
該
競
技
に
つ
い
て

公
金
（
主
に
税
金
）
が
注つ

ぎ
込
ま
れ
る
、

と
在
っ
て
は
「
馬
鹿
馬
鹿
し
い
」
以
外

の
何
物
で
も
無
か
ろ
う
し
、
況
し
て
税

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
尚
の
事
、

「
有
志
の
娯
楽
に
税
金
が
使
わ
れ
や
が

っ
て
！
…
腹
糞
煮
え
滾
る
」
思
い
に
駆

ら
れ
よ
う
。 

  

と
に
か
く
、
今
そ
し
て
八
年
後
の
日

本
〔
と
云
う
国
家
〕
に
は
、
他
の
諸
案

件
に
優
先
さ
せ
て
で
も
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
云
う
「
其
を
や
ら
な
き
ゃ
死
ぬ

も
の
で
は
無
い
事
を
敢
え
て
自
己
責
任

で
行
っ
て
い
る
極
一
握
り
の
人
々
が
演

ず
る
一
時
の
宴
」
に
数
百
億
乃な

い

至し

数
千

億
円
を
投
ず
る
だ
け
の
「
ゆ
と
り
」
は

無
い
筈
で
あ
る
。 

 

日
本
に
於
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
催

す
―
飽
く
迄
民
間
主
導
に
拠
り
―
の
は
、

先
ず
「
三
・
一
一
」
か
ら
「
復
興
し
た
」

と
言
い
切
れ
且
つ
原
発
の
事
故
現
場
か

ら
放
射
能
が
出
る
可
能
性
が
無
い
状
態

に
至
り
、
亦
、
国
庫
債
券
を
新
た
に
発

行
す
る
必
要
が
無
い
だ
け
の
財
政
が
叶か

な

い
、
更
に
、
ス
ポ
ー
ツ
〔
そ
し
て
芸
術
〕

に
掛
か
る
全
て
の
金
銭
が
民
間
有
志
で

賄
い
得
る
だ
け
の
土
台
が
根
付
い
た
確

証
が
得
ら
れ
て
か
ら
の
話
だ
。 

 

ト
ル
コ
は
「
亜
細
亜
の
一
員
」 

と
し
て
の
誇
り
を 

  

付
け
加
え
て
申
せ
ば
、
少
な
く
と
も

地
理
的
に
「
亜
細
亜
の
一
員
」
で
あ
り

亦
帰
依

イ
ス
ラ
ム

教
国
で
も
あ
る
ト
ル
コ
〔
政
府
〕

に
は
、「
亜
細
亜
の
一
員
」
で
あ
る
事
に

誇
り
を
持
っ
て
戴
い
た
上
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
を
叶
え
る
べ
く
、
次
の
事

を
要
望
し
た
い
。 

 

其
は
、
近
代
以
来
の
「
脱
亜
入
欧
」

指
向
を
見
直
し
且
つ
改
め
、〔
基
督

き
り
す
と

教
国

同
士
の
組
合
的
組
織
で
あ
る
〕「
欧ヨ

ー

羅ロ
ツ

巴パ

連
合
」（
Ｅ
Ｕ
）
へ
の
参
加
を
諦
め

あ
き
ら 

、
亦

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
言
え
ば
先
ず
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
閏

 

う
る
う

年
に
行
わ
れ

る
他
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
招
致
―

「
欧●

羅●

巴●

蹴
球

サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
」
の
招
致

を
計
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
―
を

取
り
下
げ
る
事
で
あ
る
。 

ト 

ル 

コ 

に 

投 

票 

し 

ま 

す 

―
―
’20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
）
開
催
地 


